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広大な機会が眠る非上場企業への投資
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 世界には数多の企業がありますが、年間売上高が一定程度以上の企業に絞ったとしてもその多くが非上場企業です。プライベートエクイティ投
資には、上場企業だけでは捉えきれない投資機会が広がっています。

 過去機関投資家を中心に活用されていたプライベート・エクイティ投資ですが、近年では個人投資家にも裾野が広がっており、今や、プライ
ベート・エクイティの市場規模は日本の上場株式市場に匹敵します。

年間売上高が2.5億米ドル超（約369億円※1）の
非上場企業と上場企業の割合※2 プライベート・エクイティ・ファンドの運用資産残高の推移※3

※1 円ベースは1米ドル＝147.57円（2023年11月末時点）で換算 ※2 企業総数は99,266社。キャピタルIQの企業データベースに基づき、北米、欧州、アジアにおける2023年、2022年、あるいは2021年のいずれかの年度の売上高が2.5億米ドルを超える非上場および上場企業のシェア
（企業数ベース）を示しています。また、ブラックストーンは、売上高2.5億米ドルという基準が非上場企業の成熟度を測る評価基準として適切であると考えており、一般的にプライベート・エクイティ運用会社が投資する可能性のある企業群を代表するものと考えています。 ※3 評価損益を含む運用資
産残高（未投資資金除く）。世界のプライベート・エクイティのうち「バイアウト（主に成熟期の企業への投資）」「ベンチャーキャピタル（主に創業期の企業への投資）」「グロース（主に成長期の企業への投資）」が対象。 ※4 円ベースは1米ドル＝131.88円（2022年12月末時点）で換算
（出所）各種資料、キャピタルIQ、プレキンのデータ等により野村アセットマネジメント作成。上記は過去のデータであり、将来の投資成果を示唆あるいは保証するものではありません。

2023年12月6日時点

※4
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投資対象と上場株式との違い
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上記は、プライベート・エクイティ投資の説明の一部であり、すべてを網羅するものではありません。



ご参考資料／セミナー用資料PE投資とは？

一般的な投資プロセス
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上記は、プライベート・エクイティ・ファンドの説明の一部であり、すべてを網羅するものではありません。また、将来の投資成果を示唆あるいは保証するものではありません。
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過去の優れたパフォーマンス
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（出所）Statista、ブラックストーンの情報より野村アセットマネジメント作成
※1 円ベースは1米ドル＝149.10円（2023年9月末時点）で換算
※2 ブラックストーンが機関投資家向けに提供する複数のプライベート・エクイティ・ファンド（ただし、インフラファンドは除く）の報酬控除後のIRR（内部収益率）を指します。当ファンドや投資対象ファンドの運用実績を示すものではありません。また、当ファンドの将来の運用成果等を示唆あるいは保証す
るものではありません。なお、IRRは投資金額の現在価値と、当該投資がもたらす将来の利益の現在価値を等しくする割引率を意味します。IRRの計算にあたっては投資金額が資金滞留せず即時投資されるという前提に立つため、仮に待機資金を考慮して年率リターンを計算した場合、IRRを下回る
可能性があります。なお、機関投資家向けのプライベート・エクイティ・ファンドでは、投資実行までに待機資金が発生することが多いため、待機資金を含まないリターンの計算を行うIRRを使用することが一般的です。
※3 2023年3月末時点までの過去5年間のプライベート・エクイティの資金調達額

ブラックストーンとPE部門のご紹介
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（年）期間：2007年～2023年、年次（2023年は9月末時点）

 ブラックストーンのプライベート・エクイティ部門は堅調な運用実績により、世界中の機関投資家の支持を集め、運用資産残高を拡大して参り
ました。足元では、世界最大規模の運用資産残高を誇ります。

ブラックストーン・プライベート・エクイティ部門の
運用資産残高

数字で見るブラックストーン
プライベート・エクイティ部門の実績

運用開始 1987年

運用資産残高
（2023年9月末時点）

約2,986億米ドル

（約44.5兆円※1）

運用実績※2

（運用開始来）
15%

（IRR、報酬控除後）

資金調達ランキング※3 1位
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約318億米ドル
(2007年12月末)
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戦略の概要
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上記は過去のデータであり、将来の投資成果を示唆あるいは保証するものではありません。

各戦略の詳細は後述の「BXPEにおけるプライベート・エクイティ戦略の資産内容」をご参照ください。 チーム体制の詳細は前述の「ブラックストーンの運用の強み<企業価値向上支援>」をご参照ください。

BXPEでは、流動性確保等の

目的で一部流動性のある資産

（バンクローン等）にも投資します。

詳細は後述の「BXPEにおける

プライベート・エクイティ戦

略の資産内容」をご覧ください。
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当ファンドのご購入・ご換金スケジュールについて

当ファンドのご購入は月１回となり、ご購入のお申込みは原則として毎月第1国内営業日から月内最終ファンド営業日※1までとなります。ご購入価額についてはお申
込みいただいた月の評価日（最終暦日）の純資産価格となり、ご購入価額の確定および約定・受渡は、ご購入お申込みの翌月下旬から翌々月上旬に実行されます。
当ファンドのご換金は年4回となります。ご換金のお申込みは原則として1月、4月、7月、10月の毎月第1国内営業日から20日※2までとなります。ご換金価額につい
ては、お申込みいただいた月の翌々月の評価日（3月、6月、9月、12月の最終暦日）の純資産価格から信託財産留保額を差し引いた価格となり、ご換金価額の確定
および約定・受渡は、ご換金お申込みから3か月後以降に実行されます。但し、管理会社がお申込受付を差し戻す場合があります。
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■2024年3月～2025年3月のお申込みにおける具体的なスケジュール
（ご購入のお申込みは2024年3月～2025年3月、ご換金のお申込みは2024年7月～2025年1月）

資金動向、市況動向等によっては、上記のような運用ができない場合があります。

※１「ファンド営業日」とは、当ファンドの営業日を
指します。「ファンド営業日」の詳細については後述
の「お申込みメモ」をご参照ください。※２同日が
ファンド営業日でない場合は直前のファンド営業日。
※３「ご購入お申込み期間」の最終日が、「最終ファ
ンド営業日」となります。また、「ご購入お申込み期
間」および「ご換金お申込み期間」それぞれのお申込
日は、販売会社の営業日によります。※４「評価日」
とは、お申込みいただいたご購入・ご換金金額の算出
のために用いる純資産価格の基準日です。

【注】ファンドが投資を行う中間ファンドには、四半期ごと
の買戻しに上限があります。通常、前四半期末時点の中間
ファンドの純資産総額の3％までに制限されています。中間
ファンドの買戻し上限に到達する等、中間ファンドを解約で
きなかった場合には換金（買戻し代金を支払えないため管理
会社が換金（買戻し）請求の受付を差し戻し（拒否）するこ
とができます。翌四半期以降に換金（買戻し）請求を行う場
合には再度申込みが必要です。その他、管理会社が、その独
自の裁量により、換金（買戻し）の実行が不可能であり／ま
たは通常の価格での換金（買戻し）の実行が不可能と判断す
る場合等において、換金（買戻し）請求の受付を中止する場
合があります。また純資産価格の決定が停止されている間は
換金（買戻し）も停止します。

※当資料作成時点で確認できる内容であり、今後変更される可能性があります。お申込みにあたっては、販売会社よりお渡しする最新の交付目論見書を必ずご確認ください。詳しくは、販売会社にお問い合わせください。
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投資リスク①
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投資リスク②
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投資リスク③
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当資料で使用した市場指数について
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当資料について/お申込みに際してのご留意事項
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当ファンドに係る費用（2024年４月現在）

13



ご参考資料／セミナー用資料

お申込みメモ／課税関係 ※大和証券でお申し込みの場合
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• 本セミナーは、BXPE US アグリゲーター (CYM) エル・ピー（以下「投資対象ファンド」）への投資を提案または勧誘するものではありません。

• ブラックストーンInc.（その関連会社と合わせて以下｢ブラックストーン｣）や投資対象ファンドへの言及は、投資対象ファンド、ブラックストーン、その他のブ

ラックストーンの商品への投資の提案や勧誘と解釈されてはなりません。

• ノムラ・ファンド・セレクト ブラックストーン・プライベート・エクイティ・ストラテジーズ投信（（以下「トラスト・シリーズ」）に投資する各投資家は、

トラスト・シリーズに限定された投資家となり、投資対象ファンドに対する直接的な利益や権利を持つわけではありません。

• 投資対象ファンド、ブラックストーン・プライベート・インベストメンツ・アドバイザーズ・エル・エル・シー（以下「投資対象ファンド投資運用会社」）、ブ

ラックストーンはいずれも、トラスト・シリーズのいかなる立場のスポンサーまたはマネージャーでもなく、本セミナーの内容に責任を負いません。

• トラスト・シリーズの投資家は、トラスト・シリーズの継続的な費用に加えて、トラスト・シリーズが投資対象ファンドの投資家として負担する費用（例えば、

投資対象ファンドの資産ベースのマネジメント・フィー、組織費用、投資費用、運用費用、および投資対象ファンドの投資家が負担するその他の費用および負

債）を負担することになります。

• このようなトラスト・シリーズの追加費用（手数料を含む）によって、トラスト・シリーズのパフォーマンスは投資対象ファンドより低いものとなります。

ブラックストーンからのご留意事項


